


































































19日正午に江戸川区在住でニューデリーにも旅行社オフィスを持つ I. B. 氏（60歳：ウッタラー
カンド州出身の女性）の自宅を訪れ，家族をめぐるライフヒストリーの聞き取りを行い，昼食をご
馳走になった。Ｉさんとは今年４月からゼミ調査として始めた江戸川区のインド人コミュニティの
調査で出会った。彼女は1983年にニューデリーの旅行社の大阪支社に赴任した夫に伴って，当時２
歳の息子と一緒に来日し，1987年に夫が旅行社を起業したのを機に江戸川区西葛西に引っ越した。
15年前に夫が亡くなり，その後は夫の会社を継いで現在に至っている。
毎年８月と９月の２ヶ月間その旅行社のニューデリーオフィスでの仕事の為にニューデリーで過
ごすということで，今回ニューデリーに25年前に購入したマンションに昼食に招待された。マン
ション前には彼女の会社に雇われている雑用係の男性が待っていて案内してくれた。こうした若い
男性を雑用係として雇っているのはインドではよくあることである。通された３LDKのマンショ
ンのリビングには亡き夫の若い頃の大きな写真が飾られていて，夫婦仲が良かったことが偲ばれ
た。リビングで今年７月に江戸川区でゼミ生と一緒に実施したライフヒストリーを構成するインタ
ビューのフォローアップを約１時間行なった。幼い息子を連れての日本への移住に迷いがなかった
のは，海外生活への憧れと，お見合い結婚の条件として夫が海外に行くことになった場合一緒に行
くことになっていたからであったこと。夫が起業する際にはインドに帰国して息子を育てようかと
も考えたが帰国しなかったこと。夫が亡くなった時が息子の大学進学時と重なり，アメリカの大学
への留学か日本の大学への進学かの選択肢のあった息子は，Ｉさんがインドに帰国せず夫の旅行社
を継ぐために日本に残るので日本の大学に進学したことなど，国境を跨ぐ家族の選択を迫られるラ
イフステージの転換点を中心に話を聞いた。
その後，ダイニングの広いテーブルで昼食をご馳走になった。彼女はバラモン出身で，マンショ
ン購入時から住み込みの年輩のナニーを雇っていて家事一切を任せていた。ナニーが準備してくれ
た菜食の昼食はとても美味しかった。Ｉさんは日本では家事を全て一人で担っているので，彼女に
とってその点が日本での生活とインドでの生活とは大きく異なることがわかった。これは日本でイ
ンタビューしていては気づかない点で在日インド人のジェンダー問題を捉える重要な視点に気づか
された。
同日18時半には同じくゼミ調査で７月と８月にインタビューを実施した江戸川区のレストラン経
営者M. D. 氏（44歳男性，パンジャビー州出身）の奥さんと２人の子ども，そしてＭさんのお母さ
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んの４人家族を訪問した。Ｍさんは1997年に家族をニューデリーに残して単身で神戸にいる兄を
頼って神戸のレストランで働くが，「兄の弟」としか扱われないことが嫌になって2001年に上京し
た。江戸川区でレストランのコックとして働きニューデリー在住の家族に送金しながら貯金し，昨
年西葛西にレストランを開店した。２人の子どもを日本の国際学校やインド人学校ではなくニュー
デリーの私立学校に通わせることを選択し，家族は日本とインドでこれまで15年間に亘って離れて
暮らしてきた。
ニューデリーにいる奥さんは家事一切を一人で担い，義母だけではなく，自分の両親も近くのマ
ンションに住まわせて面倒をみていた。奥さん，及びニューデリーの大学でコンピューターサイエ
ンスを学ぶ20歳の息子，中学生の13歳の娘に英語でインタビューをした。３人共ニューデリーの私
立学校で教育を受けることが自分たちにとって最良であると考えていて，それゆえに日本にいるＭ
さんと離れて暮らすことを受け入れていた。家族の子どもの教育をめぐる選択に不一致や迷いはな
く，家中に子どもが小さい頃の写真など家族の写真が何枚も飾られ，家族の仲の良さがうかがわれ
た。また，息子は大学卒業後に来日して父親の経営するレストランを手伝うことを今年２月に決意
したことや，娘は日本の大学への留学を考えていることもわかった。
インタビュー後に夕食をご馳走になったが，エアコンのある唯一の部屋である寝室のベッドの上
にビニールシートを敷いてその上での食事であったことに少し戸惑った。エアコンがあって涼しい
のでいつもこのようにベッドの上で食事としているとのことであった。今回ニューデリー滞在後８
月21日から24日までバンガロールを訪問した際に JETROバンガロール・オフィスを訪れ，バンガ
ロールの IT産業をめぐるこの10年間の変化やインド企業と日本企業との関係等について聞き取り
を行った。その際インド人職員に聞いた話によると，インドではまだエアコンが１台ある家は全世
帯の約１割である。奥さんは働いておらず，この家族の家計はＭさんが日本で稼いだ仕送りで成り
立っているので，日本から仕送りはインドで上位１割に入る生活を維持するものであることがわ
かった。英語を話せないＭさんのお母さんとは会話は交わせなかったが終始笑顔を絶やされず，帰
エアコンのある寝室のベッド上での夕食　（2015年８月19日筆者撮影）
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り際に自らの部屋に私を案内し，シク教の祭壇等を見せてくれた。江戸川区でＭさんとは会ったこ
とがあるとはいえ，家族４人で見ず知らずの私を本当に暖かく迎えてくださったことに心が温かく
なった。帰り際に隣りに住む奥さんと若い娘３人に出会って一緒に写真を撮ったが，Ｍさん家族と
の親しい近所付き合いが伺えた。
今回ニューデリーにおいて江戸川区在住のインド人とその家族を訪問することによって，日本で
インタビューをしていてはわからない生活実態，たとえばナニーが家事一切を担っていることやエ
アコンのある寝室で食事をすること等，あるいは家族がいかに国境を跨いで生活するのかを決定し
家族の間で合意しているかがわかり，江戸川区在住インド人のジェンダー，家族や子どもの教育に
ついて異なった角度からの理解を得ることができた。移民の調査は移住先だけではなく，出身地で
の調査が必要不可欠であることを再確認させられる訪問であった。
